


















Akmajin and Lehr (1合78）辻、 afamily of ... , a botle of …のよう
を決定する際iこ、数の一致 付加疑問文における一致、選択制限を用いている。
(l)a. A fam1lyof skun was spoted yestrday. 
b. A family of skun live in my backyrd. 
(2)a. A botle of wine spiled 禽
b. A botle of wine broke. 
（ヱ〉では、 している斜体宇部分が、そして、
，、刀、 詞匂の主要部であるという。












(3) Which of七he cups is swetr, or is the swetn in both cups the same? To cup A 
色WO SDOonfuls of SU絞舵wer ade and to cup B one sponful of sugar was ade. 
第4節でも考察するように、この場合、コップAに加えられる砂轄に関して、スプーンを用いて
加えられる 2賠の動作を読み取ることができる。 2自の動作か、 1自の動作によるのかが砂糖の
そして甘さを決めていると言える。次の場合と比較してみよう。
(4）”Only 色WO makes the medicn ... go down ... " ・・Mary Popins 




Thre four 七hsof the liqud is absored.) 
2. 
次の例は potaes を再起代名詞 themslv が先行詞としている。その点では、 potaes の
方が主要部であるということになる。
(5) Then Lord Austin made a bucketfl to dump themslv 
on top of the head and he lays uncosi on the flor as the . 
・ Ultimaeb 
ひとつの塊と見るならば次のよう 1となるのであろう。
(G) And ther was a bucke 七五il
I said
in the corne. ”針。諮your Auntie? 
”God year for eh？”Art comentd, 
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(7) Only a handful wer asked of those 弓uestion conerig elctromagnis. 
一見すると（7）の ahandful とwer は数の不一致を示しているように見える。ただ、この文が次
(8）のような文から、いわゆる前置詩句外震操作（PP Extraposin ）により of以下の部分が文
されて派生されたと考えれば、ある翠度の説明がつくかもしれない。
(8) Onlv a handful



































only two of whic wer fade. 
98 福安勝則：コンテイナー表現の解釈







Selkir ( 197 ）は、部分誌と擬似部分詞の統語構造における違いを次のようなものであると
仮定している。（14a ）が部分詞構造、（14b ）が擬似部分訴に相当する構造である。
















(15) a handful of question conerig elctromagnis 
(16) N'" 
／ N" w- つf-N
a handful N~～～～～ 
／ 
弓uestion





とastuden with （例えば、分かりやすい例では、託adfor せ（198 ）の a s七udent
hair の対比を参照。）
par 七of …表現はおckedof （ぬ？？）では、 of以下を part の補助部とし、 part を主
としている点、また、上でみてきたように、（8）の handful は外置操作を許容している点か
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ら、（7), (8）のhandful は部分詞表現の主要部であるということが強く示唆される。したがって、





これは、 handful のhand がもっコンテイナー性の現れであると仮定して考えるならば説明でき
るといえる。




(18)a Six equal sized sponful of the naturl sugar form Cuba wer used. 
b. Six equal sized sponful wer used of the naturl sugar form Cuba. 
(19)a. Six e弓ual sized sponful of naturl sugar form Cuba wer used. 
b. 士Six equal sized sponful wer used of naturl sugar form Cuba. 
される と
英語の・ful 複合名詞（sponful, capful 等）を詳細に調べていくと、量を表す機能のほかに、
・ful 接合名認を構成している容器名詞が示す＜入れ物＞の存在を強く含意する伊jに出くわす。
まず、次の例を見てみよう。
(20)a. The mosaic of x・ray photgras, with cirular fields of view, revals only a 
8酪 E五註hand 長ilof sources. Some of the source are x-ray binares, a special type 
of binary star sytem, in whic one of the mebrs is a neutro star . 
・・Cos 血ic Clasrom 
b. I just heatd the shred chiken with some chiken stock ，七hen ade some 
ches tortelin. I coked them throug, then ade a big old hand 長1of fresh 
leavs. Delish! And 陀 alv. humilatngy easy. Not evn a 
・・Fod and Drink 




(21)a. The woman is peling a bas 民主主1
10 福安勝則：コンテイナー表現の解釈




さらに興味深いのは、次のような併により記述される状況における spon 、bucket の状況参
る。
(2) He scoped two sponful of sugar up and poured it into his cofe. J:'1ckmg up 
another nearby spon, Elian began stirng the contes. -St1 三fl.ha], Roadl 
(23) Mandie grabed a heavy buc 民主主ilof water-h servant alwys made sure she 




く得られる。また、文中の another nearby spon の
としていることからも、 sponful をとる前文が spon を状況another がスプーンの使用
としていることが強く される。
例（23）の最初の文で記述される状況においては、あたかも、「掴む（grab) Jの対象としてバケ
ツ（bucket ）が存在しているかのようである。文法上においても、 aheavy bucketfl of water 
が動詞 grab の目的語になっており、文字通りであれば、輩、或いは7.1< を掴むことになり変則的







































































in the bowl for sale. 輔冊むa託e立
Iピs an e玄cuse used 七osel 
(29) I have a fish in a jar. I 
in a bowl so i七doesr れse 路 like tor 七1江1
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